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l神学 ･宗教､Ⅰ哲学 ･教育､皿文学 ･語学､
Ⅳ歴史･伝記 ･地誌､Y政治 ･法律 ･経済 ･社会､




である｡即ち､000叢書 ･辞書､ 100哲学 ･教育､
200宗教 ･神道､300社会 ･産業､400法政･経済､
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版 (1931)､294P.A5版､増訂 3版 (1935)304P.
A5版､増訂4版 (1939)328P.A5版､増訂5版 (
1942)325P.A5版､1942増刷 (同縮刷版 1947-8
(毎年)6-8版 B6判)と､版を重ねて量 ･質とも
充実して行ったのである｡
かくして､N.D.C.は日本目録規則 N.C.R.､日本
件名標目表 N.S.H.(のちB.S.H.基本件名標目表)
と共に､わが国の整理を辞書体目録の方向へ誘導
して行くことのできる ｢図書整理の三大ツール｣
と称賛されるに至った｡LY.L.は他の図書館員研
究グループと共に､この歴史的な成果を残す役を
果たしたのであった｡
ⅠⅤ 図書館資料の整理 一分類
図書館が多数の市民､ひいては国民全般に奉仕
し､その生活と連関して重要な活動を重ねている｡
しかもそれが広範で効率的であることから､時に
｢市民の大学｣とまで呼ばれている｡広く各層の
市民を対象として､教育効果をあげているからで
ある｡
このことから､図書館教育の成否が国の文化に
大きくかかわると言われる所以が生ずる｡国家的
規模での大きな課題とも言えよう｡この任に当た
る図書館はこの間の事情を認知し､古来多くの研
究が進められて来た｡その成果と､図書館的tool
の開発とが見られる｡
今日､図書館は常にユーザーのための存在であ
る事が確認されている｡しかも館資料の精選と､
整理の toolの標準化とが不可欠たことも承認さ
れるところである｡しかし昭和初期のわが国では､
このような実情にはほど遠いものがあった｡
多くの種頬の図書館のすべてが､初期の目的を
はたすためには､いずれの図書館を見ても､資料
が使い易く､しかも管理し易く整理されている革
が肝要である｡これあってこそ､図書館の利用案
内も､レファレンス･ワークも利用も､充分にな
されうるものであるからである｡
このように見れば､図書館資料の整理は館にと
って不可欠な基礎的要件であると言えよう｡しか
も､そのうちでも資料の分類は､さらに重要なも
のと言えよう｡
わが国の図書館の発展は､これを巨視的に見れ
ば､長期間にわたっての国民の大きなエネルギー
によりなっていると言えよう｡昭和初年に及びそ
の館数が約3,000を数えるところからして､発展
-の努力には見るべきものがあると言えよう｡そ
して､この動きを増幅するのに好適な朗報がもた
らされた｡御大典を記念して文部省が企画した､
わが国の図書館の倍増運動である｡このことは国
民にとっても､図書館関係者にとっても歓迎すべ
き朗報であった｡
一方､当時の図書館関係者自身にとって､早急
に解決を要する課題を多く持っていた｡その内の
-は､図書館の規模が余りにも小さく可急的速か
にそれを拡大すべき事であった｡その二は､図書
館の質的な面の充実という点である｡
中でも後者は､わが国の館界の長期的にわたっ
て､未解決になっている課題であった｡それは､
未解決の上に､年々のびのびになって､積み残し
の課題であった｡そして､その中でも最も重要な
ものが､図書館の質的発展に関する課題であった
のである｡そして､ここに､それが世論の刺激を
受けて顕在化したのであるO
この事は､館界に身を置く者にとっては､一見
その面目にかかわるものと見られる｡しかし､視
野を拡大して考えれば､館界にとって､或は好運
であったとも言えよう｡
それは､当時､関東大震災により大打撃を慕っ
た図書館界が､ようやく立ち直 り清新の気をとり
戻した時期でもあった｡加うるに皇室の慶事で､
人心の図書館に対する関心が高揚された時でもあ
った｡
しかも､図書館設置に熱心であった館界が､そ
の群小の図書館の規模の弱小に気づき､より拡大
に向おうとする面と､同時に質の面に力をそそご
うとする憤向を見せて来た折であった｡館界自身ほこ ぎ上うし
が発展の鉾先を転換しようとして､手もとを凝視
することになった好機を得た時であった｡
さらに､諸外国での図書館学の発展も目ざまし
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く､それら研究資料の輸入と蓄積が図られ研究者
の期待に答えられるようになった｡年若い館員の
図書館学研究-の意欲の高揚もこれに伴って行っ
た｡そして､ここに､図書館のフロソティアが形
成されようとしていた｡
文化､学術､政治の中心地である東京を中心と
する関東の大震災が突如勃発した｡これによって
関西､わけても大阪に館界がその機能を移転させ
ざるをえなかった｡しかしそれが復興により､再
び東京復帰がかない､活動開始となったのが､予
想外に早期であった｡
大毎がその頃､世論をバックに､図書館教育の
指摘を行ったのであった｡これが､わが図書館界
にとって､結果的には図書館的フロソティア形成
への響鐘となった｡そしてまた､図書館の質の高
度な図書館づくりの契枚となる提言ともなった｡
従って､そこに館界自身の力強い自覚を忘れては
ならない｡
世論の同意を館界として得るのは容易であった｡
と同時に､関係者にとっても有意義な提言であっ
たとも言えよう｡幸にも､館界の内部に､この課
題に正面切ってとり組もうとする若い図書館員達
の研究が生まれた｡これは注目されてよい｡地道
に海外の図書館学の研密から開始された｡
そして､わが国の図書館事態によく合致した開
発が持たれた｡それらの中から､分頬についての
広範にわたる研究が生まれた｡そして､その成果
が持たれた.乙部式 ･毛利式 ･NJ.D.C.･日比谷式
等であり､ その中森清の手になる日本十進分類法
はんめい
N.D.C.が奔命になったのである｡
森の N.D.C.は小規模なものとして発表された｡
それは海外での分類を､充分にとり入れられたも
のであった｡その質的にすく'れたものと､多くの
人々の批判を伴った努力もあって､漸次発表して
行き標準分析表としての力を持つに至った｡これ
しんし う
は幸運であった｡関係者の真筆な態度と倦まざる
努力と協力的研究等の賜とでも言えよう｡
N.D.C.の完成は､ただ単に分類法の標準化と
しての成果にとどまらない｡協力的研究成果は､
次々と他のツールの開発の機運をうながし､それ
らの標準化を一気に進めることとなった｡
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またさらに指摘できるのは､わが国の図書館資料
の整理とくに分類は､単に分類づくりの作業や次
の tool開発に影響しただけではなかった｡広 く
図書館づくりを推進する契機ともなった｡また多
数の館員の協力は図書館学研究に大きなはずみを
つける事ともなった｡
それは同時に､協同研究の方法のパターンガ成
立したとも言えよう｡協力研究によるエネルギー
の集約が､日本日録規則 NipponCataloging
RuleN.C.R.や日本件名標目表 NipponSubject
HeadingN.S.H.などの開発に対して､貴重な体
験となって活用されたのであった｡これは､さら
に戦後のわが国の館界発展のため立沢な遺産とな
ったとも言えるであろう｡
大毎を中心としての世論の指摘は当面整理tool
の一つである分額法に集中しているかの如くであ
った｡しかし､さらに､図書館教育が国民生活に
密着し､庶民にとっての大学の役をはたすことへ
の願望も､根強くそこに表現されていたのであっ
た｡この事は忘れてはならない点である｡
注
1.加藤宗厚､第-回日米大学図書館会議(昭44)報
告論文集､第-部 PP.24-5､及び､加藤宗厚著 ｢図
書分塀法要説 PP.155～6｣に説明｡はじめ八門､明
治 42.8分合して十門､これに000～999の記号を与
えたとしている｡
2.清水正男､日本読書学会枚閑話｢読書科学｣(昭44)
｢L.Y.L.とよみの場について｣
3.1900-1901TheNewYorkStatelJibrarySchool
AssociationAlumniLectureで試みた講議案を集
録した著書0
4.D.C.絵編輯老MissDorkasFelowsよりの依炉
によるMevilDeweyの伝記についての原稿依軌こよ
るもの｡
5.当時米国では17館が､英国でも8館が､分額にL.
C.を使用している｡
6.LY.L.｢周研究｣Vol.1P.121
